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カレンダー
（2013年 3月～ 2014年 8月）

開 催 日 行　　　　　　　　　　　　　　事 開 催 地 申込締切日 会誌掲載号

3/16・3/17 かがわ源内フェスティバル 香 川 31 巻 2 号・14

3/18
Final Symposium on JST―ANS Binaural Active Audition for Humanoid 
Robots（BINAAHR）

京 都 31 巻 2 号・13

3/19 第 8 回ロボット聴覚システムHARK講習会 京 都 31 巻 2 号・13

3/23 ～ 3/28 スプリング・サイエンスキャンプ 2013 全国12会場 申込締切 2013  1/22 31 巻 1 号・7

2/27 第 40 回ニューセラミックスセミナー「次世代型畜電池にむけた材料革新」 大 阪 30 巻 10 号・23

4/24 ～ 4/26 OPTICS & PHOTONICS International 2013 神 奈 川 30 巻 7 号・13

5/4～ 5/6 ロボカップジャパンオープン 2013東京 東 京 31巻 2号・13

5/21 ～ 5/23 マシンビジョン応用に関する IAPR国際会議（MVA2013） 京 都 30 巻 7 号・13

5/21 ～ 5/24 第 49 回真空技術基礎講習会 大 阪 申込締切 5/13 31 巻 2 号・13

5/29・5/30 講習会「破壊力学の基礎と最新応用（実習付き，修了証発行）」 京 都 申込締切 5/10 31 巻 2 号・13

5/31 第 359 回講習会「CAEのための材料力学─基本に立ち返ろう」 東 京 31 巻 2 号・13

6/1・6/2 日本人間工学会第 54 回大会 千 葉 31 巻 2 号・13

6/2～6/9 第 29 回宇宙技術および科学の国際シンポジウム（29th ISTS） 愛 知 30 巻 1 号・7

6/19 ～ 6/21 第 18 回計算工学講演会 東 京 31 巻 1 号・7

6/26 ～ 6/28 IFAC-Intelligent Autonomous Vehicles Symposium 2013（IFAC-IAV2013）
オースト
ラ リ ア

31 巻 1 号・7

7/3 ～ 7/7 第 35 回国際生体医工学会議（EMBS）・第 52 回日本生体医工学大会（JSMBE） 大 阪 30 巻 10 号・23

7/4・7/5 安全工学シンポジウム 2012 東 京 30 巻 10 号・23

7/9 ～ 7/12
2013 IEEE/ASME International Conference on Advanced Intelligent 
Mechatronics（AIM2013）

オースト
ラ リ ア

30 巻 7 号・13

7/18 ～ 7/20
スケジューリング国際シンポジウム 2013（International Symposium on 
Scheduling 2013）（ISS2013）

東 京 論文締切 1/31 31 巻 2 号・13

7/26 ～ 7/28 第 23 回バイオメカニズムシンポジウム 京 都 申込締切 3/15 31 巻 2 号・13

8/4 ～ 8/7
2013 IEEE メカトロニクス及びオートメーション国際会議（2013 IEEE 
International Conference on Mechatronics and Automation）（IEEE 
ICMA2013）

香 川 30 巻 9 号・14

8/18 ～ 8/22 2013 年　光MEMS・ナノフォトニクス国際会議 石 川 30 巻 6 号・15

8/26～ 8/29 22th IEEE International Symposium on Robot and Human Interactive 
Communication （Ro-Man 2013） 韓 国 30巻10号・21

8/26 ～ 8/30 第 5 回国際デザイン学会連合国際会議（IASDR2013） 東 京 30 巻 8 号・10

8/26 ～ 8/30
No. 13-18 Dynamics and Design Conference 2013「運動と振動の制御」シンポ
ジウム

福 岡 申込締切 2/22 31 巻 2 号・14

8/29 ～ 8/31 平成 25 年度工学教育研究講演会 新 潟 申込締切 3/4 31 巻 1 号・7

9/4～ 9/6 RSNPコンテスト 東 京 31巻 1号・7

9/4～ 9/6 第 31回日本ロボット学会学術講演会 東 京 31巻 1号・8

10/30 ～ 11/2
The 2013 10th International Conference on Ubiquitous Robots and Ambient 
Intelligence（URAI 2013）

韓 国 31 巻 2 号・14

11/3～ 11/7 IEEE/RSJ International Conference on Intelligent Robots and Systems 
（IROS2013） 東 京 30巻10号・22

11/7・11/8 インターナショナルロボットハイスクール 2013（IRH 2013） 東 京 31巻 2号・9
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開 催 日 行　　　　　　　　　　　　　　事 開 催 地 申込締切日 会誌掲載号

11/16・11/17 第 34 回バイオメカニズム学術講演会（SOBIM2013 in Tokorozawa） 埼　　玉 申込締切 6/30 31 巻 2 号・14

2014
8/31～9/3

The 3rd International Conference on Design Engineering and Science（第 3
回設計工学に関する国際会議：ICDES2014）

チ ェ コ
申込締切 2014/7/31
論文締切 2013 10/31

30 巻 6 号・15

（詳細は表中の右欄に記載の会誌名号の会告・お知らせをご参照下さい．）
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主催行事のお知らせ
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お　　知　　ら　　せ

セミナーのご案内
主　催：一般社団法人　日本ロボット学会
協　賛：応用物理学会，計測自動制御学会，産業技術連携推進会議 医療福祉技術分科会，システム制御情報学会，情報処理学会，人工知能

学会，精密工学会，電気学会，電子情報通信学会，土木学会，日本機械学会，日本シミュレーション学会，日本神経回路学会，日
本設計工学会，日本時計学会，日本人間工学会，日本バーチャルリアリティ学会，日本ロボット工業会，農業機械学会，バイオメ
カニズム学会
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〈申込方法および注意事項〉
※詳細を学会HP（http://www.rsj.or.jp/seminar/application）からご確認の上，お申し込み下さい．
※参加費振込先：
　［銀行振込］りそな銀行本郷支店（普）1063675［郵便振替］00190-8-57896
　名義はどちらも一般社団法人 日本ロボット学会（シャ．ニホンロボットガッカイ）です．
※ お振込に請求書が必要な場合は申込時にあわせて学会までご連絡下さい．
※参加費には配布資料代を含み，昼食代は含みません．

※ 会場，講師，日時等は都合により変更になる可能性がございますのでご了承下さい．
　最新の情報は学会ロボット工学セミナーHP（http://www.rsj.or.jp/seminar）に掲載されます．
※ 当日，参加者の理解を深めるためテキストを配布致します．このテキストは，原則，講演に使用される
　スライド資料等を縮小コピーしたものですが，諸事情により修正・抜粋がされている場合がございます．
　ご了承下さい．また，テキストの後日販売は行いません．
※参加者のセミナー会場内での撮影・録音行為は禁止させていただきます．
　なお，撮影・録音を含む取材をご希望の場合は必ず事前に学会事務局までお問い合わせ下さい．
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お　　知　　ら　　せ

本会協賛行事
会　合　名　

主　催 開催日・会場・その他 申込・問合せ先

Final Symposium on JST-ANS Binaural 
Active Audition for Humanoid Robots
（BINAAHR）

JST-ANS BINAAHRプロジェクト

2013 年 3 月 18 日（月）
京都大学百周年時計台記念館国際交流ホー
ル I

京都大学大学院情報学研究科　奥乃　博
TEL. 075-753-5376　FAX. 075-753-5977
E-mail：okuno ＠ i.kyoto-u.ac.jp

第 8 回ロボット聴覚システムHARK講習会
科学研究費補助金（S）

「音環境理解からのロボット聴覚の構築」
JST日仏研究交流

「ヒューマノイドロボットのための能動的両耳聴」
京都大学グローバルCEO

「知識循環社会のための情報学教育拠点」
（株）ホンダ・リサーチ・インスティチュート・ジャパン

2013 年 3 月 19 日（火）
京都大学百周年記念時計台会館国際交流ホ
ール I

E-mail：HARK13-Reg@zeus.kuis.kyoto-u.
ac.jp
http://winnie.kuis.kyoto-u.ac.jp/HARK/

第 49 回真空技術基礎講習会

日本真空協会関西支部
（社）大阪府技術協会

日本真空工業会関西支部

2013 年 5 月 21 日（火）～ 5月 24 日（金）
（地独）大阪府立産業技術総合研究所
（大阪府和泉市あゆみ野 2-7-1）

申込締切：2013 年 5 月 13 日（月）

（社）大阪府技術協会　担当：山中富世
（地独）大阪府立産業技術総合研究所内
TEL. 0725-53-2329　FAX. 0725-53-2332
E-mail：yamanaka@dantai.tri-osaka.jp
http://www.vacuum-jp.org/

講習会「破壊力学の基礎と最新応用（実習
付き，修了証発行）」

公益社団法人日本材料学会関西支部

2013 年 5 月 29 日（水）・5月 30 日（木）
（株）島津製作所　三条工場研修所
（京都市中京区西京桑原町 1）
TEL. 075-823-1111

申込締切：2013 年 5 月 10 日（金）

日本材料学会関西支部
TEL. 075-761-5324　FAX. 075-761-5325
E-mail：kansai@jsms.jp

第 359 回講習会「CAEのための材料力学
─基本に立ち返ろう」

公益社団法人精密工学会

2013 年 5 月 31 日（金）
東京理科大学　森戸記念館　第 1 フォーラ
ム
（東京都新宿区神楽坂 4-2-2）

公益社団法人精密工学会

日本人間工学会第 54 回大会

一般社団法人日本人間工学会

2013 年 6 月 1 日（土）・6月 2日（日）
日本大学生産工学部　津田沼校舎
（千葉県習志野市泉町 1-2-1）

日本人間工学会第 54 回大会事務局
日本大学生産工学部　鳥居塚崇
E-mail：info@jes2013.jp
http://jes2013.jp/

スケジューリング国際シンポジウム 2013
（International Symposium on Scheduling 
2013）（ISS2013）

一般社団法人日本機械学会
（生産システム部門）

2013 年 7 月 18 日（木）～ 7月 20 日（土）
東京国際交流館プラザ平成
（東京都江東区青海 2-2-1）

論文締切：2013 年 1 月 31 日（木）

ISS2013 実行委員会
E-mail：yura@se.uec.ac.jp

第 23 回バイオメカニズムシンポジウム

バイオメカニズム学会（SOBIM JAPAN）

2013 年 7 月 26 日（金）～ 7月 28 日（日）
ホテルルビノ京都堀川
（京都市上京区東堀川通下長者下ル）

申込締切：2013 年 3 月 15 日（金）

第 23 階バイオメカニズム・シンポジウム実
行委員会
事務局：sobim23@cymis.jp

共催・協賛行事のお知らせ
本会共催行事
会　合　名　

主　催 開催日・会場・その他 申込・問合せ先

ロボカップジャパンオープン 2013 東京

ロボカップ日本委員会

2013 年 5 月 4 日（土）～ 5月 6日（月）
玉川大学・玉川学園

ロボカップ日本委員会事務局
TEL. 06-6376-2963　FAX. 06-6372-5025
E-mail：offi  ce@robocup.or.jp
http://www.robocup.or.jp/
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本会後援・協力行事
会　合　名　

主　催 開催日・会場・その他 申込・問合せ先

学術会議シンポジウム「先端計測 2013」
日本学術会議総合工学委員会・

電気電子工学委員会　IMEKO分科会

2013 年 3 月 12 日（火）
日本学術会議講堂
（東京都港区六本木 7-22-34）

連絡先：慶應義塾大学理工学部　本多　敏
TEL. 045-566-1609
E-mail：honda@appi.keio.ac.jp

かがわ源内フェスティバル

かがわ源内ネットワーク（香川大学）

2013 年 3 月 16 日（土）・3月 17 日（日）
香川大学工学部　林町キャンパス
（香川県高松市林町 2217-20）
http://www.sunmesse.com

事務局　かがわ源内ネットワーク（香川大
学工学部知能システム工学科石原研究室内）
TEL. 087-864-2367　FAX. 087-864-2369
E-mail：gennai@eng.kagawa-u.ac.jp
http://imd.eng.kagawa-u.ac.jp/gennai/

No. 13-18 Dynamics and Design Confer-
ence 2013「運動と振動の制御」シンポジウム

一般社団法人日本機械学会
（機械力学・計測制御部門）

2013 年 8 月 26 日（月）～ 8月 30 日（金）
九州産業大学
（福岡市東区松香台 2-3-1）

申込締切：2013 年 2 月 22 日（金）

D&D/MoViC2013 実行委員会
DMinfo@jsme.or.jp

The 2013 10th International Conference on 
Ubiquitous Robots and Ambient Intelligence
（URAI 2013）

Korea Robotics Society

2013 年 10 月 30 日（水）～ 11 月 2 日（土）
韓国

第 34 回バイオメカニズム学術講演会
（SOBIM2013 in Tokorozawa）

バイオメカニズム学会

2013 年 11 月 16 日（土）・11 月 17 日（日）
国立障害者リハビリテーションセンター

申込締切：2013 年 6 月 30 日（日）

第 34 回バイオメカニズム学術講演会事務局
E-mail：hirose-hideyuki@rehab.go0jp
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有料広告
鳥取大学大学院工学研究科

教員公募
募集人員：助教　1名
所　　属：機械宇宙工学専攻　機械工学講座
専門分野： 機械要素，トライボロジー，アクチュエータおよびメカトロニ

クスのいずれかに関連する分野
担当科目： 機械工学実験，機械設計製図および数学，物理学などの関連基

礎科目
応募資格： （１）博士の学位を有すること，または取得見込みであること，

（２）上記の専門分野に関し十分な研究開発意欲をもち，教育
にも熱意があること

着任時期： 2013 年 8 月 1 日（予定）
提出書類： ①履歴書（様式 1），②教育歴（様式 2），③研究歴（様式 3），

④その他の活動歴（様式 4），⑤着任後の抱負（様式 5），⑥研
究業績リスト（様式 6-1），⑦所見を伺える方の照会先（2名）
または推薦状（2通）（様式 7），⑧主要な査読付学術論文の別
刷り（コピー可）：3編程度

応募締切： 2013 年 5 月 9 日（木）必着
選考方法： 専攻内選考（1次：書類審査，2次：面接（プレゼンテーショ

ンを含む））および研究科内選考
問合せ先・送付先：

〒680-8552　鳥取市湖山町南 4丁目 101
鳥取大学大学院工学研究科機械宇宙工学専攻
機械工学コース長　小畑良洋
TEL：0857-31-5188　FAX：0857-31-5188
E-mail：y-obata@mech.tottori-u.ac.jp
（封筒に「教員応募書類在中」と朱書し，簡易書留郵便または
宅配便にて送付のこと．なお，原則として提出書類は返却しま
せんのでご了承下さい．）

そ の 他：公募の詳細については，必ず以下のホームページを参照すること
http://akebia.jim.tottori-u.ac.jp/info/koubo.html

福岡工業大学
教員公募要項

職名および人員：准教授または助教　いずれか 1名
所　　属：情報工学部　情報システム工学科
専門分野：システム工学分野（制御工学，パワーエレクトロニクス，電気

自動車等）
学 科 目：システム工学，情報基礎工学
（おもな担当科目）（電気電子工学基礎，電気回路，情報システム基礎実験，

システム情報工学実験　等）
応募資格：専門分野の研究業績があり，以下の各項に該当する私学教育に

熱心な方
（１）博士の学位を有する方または着任時までに取得可能な方
（２） 准教授は，大学院の教育，研究指導の可能な方．助教は，

これの可能な方が望ましい
（３）実験や研究で実践的な学生指導ができる方が望ましい
（４）教育歴のあることが望ましい

着任時期：平成 25 年 10 月 1 日
応募締切：平成 25 年 5 月 24 日 必着
提出書類： （１） 履歴書（学歴，職歴，学会および社会における活動等，

写真添付）
（２） 研究業績リスト（査読付き論文とその他の論文を区別す

ること，また，外部資金の獲得実績や特許などもあれば
記載すること）

（３）論文の別刷またはコピー（主要なものを 5編程度）
（４）これまでの研究概要と今後の研究計画
（５） 教育歴（これまでの担当科目や役職，教育改善の取り組み，

オープンキャンパスなどでの展示，出前講義などについ
てもあれば記載すること）

（６） 教育に対する抱負（本学科は，JABEEを推進しています）
（1000 字程度）

※ 紙での提出の他，電子ファイル等のディジタルデータでも提
出して下さい．ただし，３）は除く．

書類提出先：福岡工業大学　教務課長　本行　義洋
〒811-0295　福岡市東区和白東 3-30-1
TEL：092-606-0647
FAX：092-606-7310
※ 封筒の表に「情報システム工学科教員応募書類在中」と朱記
の上，簡易書留にて郵送して下さい．
原則として応募書類は返却致しませんのでご了承下さい．

問合せ先：福岡工業大学　情報工学部　情報システム工学科　教授　吉田
耕一
TEL：092-606-4991（ダイヤルイン）
FAX：092-606-0754（学科事務室）
E-Mail：k-yoshida@fi t.ac.jp

備　　考： 本学は 65 歳定年です．また，助教も独立した研究室を持ち，
研究費も配分されます．
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新入会員
（2013 年 1，2 月入会の会員）

正　会　員
14514　舘山　武史 14515　丸林　尚史 14516　萩原　隆明
14518　Yup Moo Jong 14519　森　　友揮 14520　岡田　昇一
14521　井上慎太郎 14522　伊巻　和弥 14526　Kang Sung-Ho
14527　塩沢　恵子 14530　池田富士雄 14532　川妻　伸二
14533　粂野　俊貴 14534　滝沢　一博 14535　大杉　友哉
14536　柴田　　誠 14552　李　　湧権 14553　No Gi Yeol
14555　渡邊　信一 14556　前田　隆之

学　生　会　員
14517　守　　恒典 14523　冨樫　淳輝 14524　中村　　憲
14525　佐竹　冬彦 14528　佐藤　英毅 14529　中原　大介
14531　小柳　翔平 14537　小野桂太郎 14538　鈴木　克弥
14539　松本　　悟 14540　東浦　拓也 14541　田中　信伍
14542　小林　大気 14543　山崎　　大 14544　平田　晃久
14545　北村　　哲 14546　後藤　大希 14547　野崎　慎太
14548　廣瀬　俊典 14549　Peshala G. Jayasekara
14550　木村　大毅 14551　阿久津行裕 14554　田村　和希
14557　浅野　修平 14558　Or Keung

理事会報告
第 20回理事会

日　　時：2012 年 11 月 15 日（木）　14：00 ～ 16：30
場　　所：本郷瀬川ビル 6階会議室
出席理事：川村貞夫（会長），小平紀生，淺間　一，長瀬雅之，本田幸夫，

大明準治，木口量夫，加賀美聡，久野義徳，松野文俊，金宮好
和，吉田英一，山口　亨，松元明弘，長谷川泰久，塚越秀行（記）

出席幹事：佐久間一郎
事 務 局：細田，水谷，藤田
〈議　事〉
1．議事録確認
（１） 以下の議事録が承認された．

・RR020-1 日本ロボット学会第 19 回理事会議事録
2．審議・報告事項
2．1　会長・副会長・庶務関係事項
（１） RR020-3 浅間副会長から，広域災害対応に関する技術基盤調査研

究委員会の設置について提案があり，当該委員会の設置が承認さ
れた．

（２） RR020-7 小平副会長から，次世代構想分科会からの提言について
報告があった．本提言について，分科会側に継続議論を願うと同
時に，理事会側の議論も進め，3月に総合議論を実施することが
承認された．

（３） RR020-15 2013 年度新理事の推薦候補者について提案があった．
副会長は 12 月年内に決めることを前提に継続して審議することと
した．他の理事は推薦順位について審議され，これが承認された．

（４） RR020-4 小平副会長から，日本ロボット学会第 28 回研究奨励賞
選考小委員会委員候補について報告があり，これが承認された．

（５） RR020-9 広告掲載規定について，メール審議により承認された．
（６） RR020-8 学会 HP掲載英文定款・規定について報告があった．12

月の理事会で承認する．

（７） RR020-10 2013 年度事業計画（案）について報告があった．
（８） RR020-14 2013 年度予算案について報告があった．恒常的支出と

非恒常的支出とを区別する作業を行ったうえで，継続して審議す
ることとなった．

2．2　事業関係事項
（１） RR020-2 RSJ2013（第 31 回学術講演会）の準備状況について報告

があった．基礎分野に関するOSについて，継続して審議するこ
ととなった．

2．4　学会誌関係事項
（１） RR020-16 査読システムの改革案について報告があった．継続し

て審議することとなった．
2．5　欧文誌関係事項
（１） RR020-6 AR の Award の新設について報告され，2013 年度より

当該Award の開始が承認された．
2．6　国際関係事項
（１） RR020-5 Ro-Man2013 のMoUについて RAS/SMC/RSJ/KROS/

で各 25% ずつのシェアにすることが承認された．なお，2014 年
以降については，当該国際会議への貢献度に応じて配分割合を再
度検討し直すこととなった．

2．7　財務関係事項
（１） RR020-12 財務資料に基づき報告があり，承認された．
2．8　定例報告事項
（１） RR020-11 2012 年度入退会申込（2012 年 11 月 15 日現在）状況

・ 正会員 2,957 名（入会 5名，種別変更 11 名，退会 41 名），学生
会員 1,282 名（入会 2 名，種別変更 1 名，退会 46 名），名誉会
員 11 名，終身会員 11 名であり，会員総数は 4,261 名，賛助会
員 59 団体（85 口）となったことの報告があり，承認された．

（２） RR020-13 理事会資料（共催，協賛等）の報告があり，承認された．
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英文論文集のページ
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第 7・8・9・10 回学術講演会予稿集 8,000 円 
第 11・12 回学術講演会予稿集 10,000 円 
第 13 回学術講演会予稿集 15,000 円 
第 14 回学術講演会予稿集 15,000 円 
第 15 回学術講演会予稿集 15,750 円
第 16 回学術講演会予稿集 15,750 円
第 17 回学術講演会予稿集 15,750 円
第 18 回学術講演会予稿集 15,000 円
第 19 回学術講演会講演概要集（予稿集CD-ROM付）
併設行事テキスト「21世紀のロボット技術シンポジウム」贈呈（在庫分のみ）
 15,000 円
第 20 回学術講演会講演概要集（予稿集CD-ROM付）
 本学会個人会員　5,000 円
 本会個人会員以外　10,000 円
第 21 回学術講演会講演概要集（予稿集CD-ROM付）
 本学会個人会員　5,000 円
 本学会個人会員以外　10,000 円
第 22 回学術講演会講演概要集（予稿集CD-ROM付）
 本学会個人会員　5,000 円
 本学会個人会員以外　10,000 円
第 23 回学術講演会講演概要集（予稿集CD-ROM付）
 本学会個人会員　5,000 円
 本学会個人会員以外　10,000 円
第 24 回学術講演会講演概要集（予稿集CD-ROM付）
 本学会個人会員　5,000 円
 本学会個人会員以外　10,000 円
第 25 回学術講演会講演概要集（予稿集CD-ROM付）
 本学会個人会員　6,000 円
 本学会個人会員以外　12,000 円
第 26 回学術講演会講演概要集（予稿集DVD-ROM付）
 本学会個人会員　6,000 円
 本学会個人会員以外　12,000 円
第 27 回学術講演会講演概要集（予稿集DVD-ROM付）
 本学会個人会員　6,000 円
 本学会個人会員以外　12,000 円
第 28 回学術講演会講演概要集（予稿集DVD-ROM付）
 本学会個人会員　6,000 円
 本学会個人会員以外　12,000 円
第 29 回学術講演会講演概要集（予稿集DVD-ROM付）
 本学会個人会員　6,000 円
 本学会個人会員以外　12,000 円
第 30 回学術講演会講演概要集（予稿集DVD-ROM付）
 本学会個人会員　10,000 円
 本学会個人会員以外　12,000 円

第 14回　ロボティクスシンポジア予稿集 10,000円

日本ロボット学会誌
第 25 巻 第 5 号　〔特集〕　動作理解のための知的な仕組み
 第 6 号　〔 〃 〕　第24回日本ロボット学会学術講演会論文特集号
 第 7 号　〔 〃 〕　ロボット向け電磁アクチュエータの今とこれから
 第 8 号　〔 〃 〕　ロボットの安全化
第 26 巻 第 1 号　〔 〃 〕　複雑ネットワークとロボティクス
 第 2 号　〔 〃 〕　今使えるロボット通信技術
 第 3 号　〔 〃 〕　人間・人体への力学的アプローチ
 第 4 号　〔 〃 〕　ロボットの三次元環境認識と行動生成
 第 5 号　〔 〃 〕　次世代ロボット共通プラットフォーム技術
 第 6 号　〔 〃 〕　第25回日本ロボット学会学術講演会論文特集号
 第 7 号　〔 〃 〕　アカデミック・ロードマップ
 第 8 号　〔 〃 〕　ロボットのいる生活
第 27 巻 第 1 号　〔 〃 〕　自動車とロボット
 第 2 号　〔 〃 〕　次世代ロボット共通基盤開発プロジェクトとRTコンポーネント
 第 3 号　〔 〃 〕　ニーズに基づいたロボット開発
 第 4 号　〔 〃 〕　ロボット制御の理論
 第 5 号　〔 〃 〕　ロボット技術による宇宙開発の最前線
 第 6 号　〔 〃 〕　人間と共存し発展するロボットのためのビジョン
 第 7 号　〔 〃 〕　第26回日本ロボット学会学術講演会論文特集号Ⅰ
 第 8 号　〔 〃 〕　第26回日本ロボット学会学術講演会論文特集号Ⅱ
 第 9 号　〔 〃 〕　ロボットコンテストがもたらすもの
 第 10 号　〔 〃 〕　戦略的先端ロボット要素技術開発
第 28 巻 第 1 号　〔 〃 〕　ロボット聴覚
 第 2 号　〔 〃 〕　レスキューロボット―災害救助支援システムの現状と今後―
 第 3 号　〔 〃 〕　ロボットを進化させる最先端 IT技術
 第 4 号　〔 〃 〕　ロボティック・サイエンス
 第 5 号　〔 〃 〕　使えるRTミドルウェア
 第 6 号　〔 〃 〕　生体筋骨格型ロボット
 第 7 号　〔 〃 〕　第27回日本ロボット学会学術講演会論文特集号Ⅰ
 第 8 号　〔 〃 〕　第27回日本ロボット学会学術講演会論文特集号Ⅱ
 第 9 号　〔 〃 〕　クオリティ・オブ・ライフのためのロボティクス
 第 10 号　〔 〃 〕　分子ロボティクス
第 29 巻 第 1 号　〔 〃 〕　ソーシャルロボットと人間理解
 第 2 号　〔 〃 〕　研究者が『ロボット』を伝えるために
 第 3 号　〔 〃 〕　人と接するロボットの研究を考える
 第 4 号　〔 〃 〕　ロボット技術の国際標準
 第 5 号　〔 〃 〕　確率理論のロボティクス応用
 第 6 号　〔 〃 〕　機構の知と技
 第 7号　〔 〃 〕　第28回日本ロボット学会学術講演会論文特集号Ⅰ
 第 8号　〔 〃 〕　第28回日本ロボット学会学術講演会論文特集号Ⅱ
 第 9 号　〔 〃 〕　ロボットと安全コンポーネント
 第 10 号 〔 〃 〕　人ロボット共生学
第 30 巻 第 1 号　〔 〃 〕　共創知能システムプロジェクト
 第 2 号　〔 〃 〕　パラレルメカニズムと実用化
 第 3 号　〔 〃 〕　つくばチャレンジ論文特集号
 第 4 号　〔 〃 〕　2足歩行ロボット技術
 第 5 号　〔 〃 〕　ヒトの触感覚特性を活かす
 第 6 号　〔 〃 〕　広がるテレロボティクス
 第 7号　〔 〃 〕　第29回日本ロボット学会学術講演会論文特集号Ⅰ
 第 8号　〔 〃 〕　第29回日本ロボット学会学術講演会論文特集号Ⅱ
 第 9 号　〔 〃 〕　ロボティクス研究のためのソフトウェアツールⅠ
 第 10 号 〔 〃 〕　創立 30 周年記念特集号―ロボット学会新世代：世界に向かって―
第 31 巻 第 1 号　〔 〃 〕　次世代ロボットのための知能化技術

刊行物のご案内

※以上のものはいずれも消費税込，送料は別にかかります．

刊行物のご注文は書面（FAX）または Email にて事務局あてにお申し込み
ください．Email: secretary@rsj.or.jp
会員の方で学会誌を巻毎にまとめてお申し込みの場合は会費と同額で，その
他の場合は実費として第1巻～第 8巻 2号まで 1冊 1,500 円，第 8巻 4号よ
り 1冊 2,000 円，第 12巻 1号より 1冊 2,500 円（いずれも消費税，送料別）で
お求めになれます．また，第25巻 5号以前の在庫につきましても事務局あ
て別途お問い合わせください．

31-02_お知らせ_01-22.indd   2031-02_お知らせ_01-22.indd   20 13/03/05   10:5313/03/05   10:53



―お知らせ 21―日本ロボット学会誌 31巻 2号 2013年 3月

お　　知　　ら　　せ

（株）IHI
IHI 運搬機械（株）／開発部
（株）アヴィス
育良精機（株）
（株）NTTデータ／技術開発本部
エフエクスシステムス（株）
オリンパス（株）
川崎重工業（株）
キヤノン（株）
（株）ココロ
コマツ／研究本部
サイバネットシステム（株）
（株）ジェイテクト
（株）システムインフロンティア
清水建設（株）
新明和工業（株）
スキューズ（株）
セコム（株）／ IS 研究所
ソニー（株）
ソフトバンクモバイル（株）
（株）ダイナックス
（株）データベース
（株）デンソーウェーブ
東急建設（株）
（株）東郷製作所
（株）東芝
戸田建設（株）
特許庁
トヨタ自動車（株）／元町工場
（株）豊田自動織機／コーポレートセンター／研究開
発センター

トヨタテクニカルディベロップメント（株）
ナブテスコ（株）／津工場
（株）ナレッジ
日東精工（株）
（社）日本ロボット工業会
（株）ヴァスダックロボティクス
パナソニック（株）／生産革新本部
パナソニック（株）エコソリューションズ社
ビー・エム・ダブリュー（株）
ビー・エル・オートテック（株）
日立建機（株）
（株）日立製作所／日立研究所
平田機工（株）
ファナック（株）
（株）フォーラムエイト
（株）不二越
富士重工業（株）／戦略本部クリーンロボット部
富士通（株）
富士通フロンテック（株）／メカコンポーネント事
業部
ボッシュ（株）
（株）本田技術研究所／基礎技術研究センター
マクソンジャパン（株）
三井化学（株）
三菱重工業（株）
三菱電機（株）
（株）村田製作所／野洲事業所
矢崎総業（株）
（株）安川電機
（株）リアルビズ
リコー（株）

一般社団法人　日本ロボット学会賛助会員（50 音順）

・賛助会員の皆様には学会活動へのご支援をいただきあ
りがとうございます．
・学会活動をご支援いただける賛助会員を募集していま
す．学会事務局へご一報ください．

● 入会に関するお問い合わせは…

 一般社団法人　日本ロボット学会　事務局
 〒 113-0033
 　東京都文京区本郷 2-19-7
 　ブルービルディング 2階
 TEL 03（3812）7594
 FAX 03（3812）4628
 e-mail : service@rsj.or.jp
 URL : http:// www.rsj.or.jp/
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お　　知　　ら　　せ

一般社団法人　日本ロボット学会　平成 24・25年度（2012・2013年度）役員
理　　事 会　長

　川村　貞夫（立命館大学）
副会長
　小平　紀生（三菱電機）
　淺間　　一（東京大学）
庶務担当
　長瀬　雅之（セック）
　本田　幸夫（大阪工業大学）
＊塚越　秀行（東京工業大学）
＊大明　準治（東芝）
財務担当
　武藤　伸洋（NTTサービスエボリューション研究所）
＊三治信一朗（三菱総合研究所）
企画担当
　木口　量夫（九州大学）
＊加賀美　聡（産業技術総合研究所）
会誌担当
　久野　義徳（埼玉大学）

一般社団法人　日本ロボット学会　代議員
任期：2011 年 3 月～ 2015 年 3 月　50 音順

足立　　勝（安川電機）
石井　和男（九州工業大学）
石原　秀則（香川大学）
尹　　英杰（トヨタテクニカルディ

ベロップメント）
上野　浩史（宇宙航空研究開発機構）
太田　　順（東京大学）
小俣　　透（東京工業大学）
包原　孝英（安川電機）

河原崎徳之（神奈川工科大学）
木室　義彦（福岡工業大学）
倉爪　　亮（九州大学）
榊原　伸介（ファナック）
坂根　茂幸（中央大学）
清水　正晴（千葉工業大学）
高橋　隆行（福島大学）
高松　　淳（奈良先端科学技術大学院大学）
塚越　秀行（東京工業大学）

長縄　明大（秋田大学）
深野　　亮（小松製作所）
前野　隆司（慶應義塾大学）
松本　吉央（産業技術総合研究所）
山下　　淳（静岡大学）
山本　晃生（東京大学）
余　　　永（鹿児島大学）
横山　和彦（安川電機）
脇田　優仁（産業技術総合研究所）

一般社団法人　日本ロボット学会　代議員
任期：2013 年 3 月～ 2017 年 3 月　50 音順

市川　明彦（名古屋大学）
王　　碩玉（高知工科大学）
川田　浩彦（北陽電気）
川原　知洋（九州工業大学）
北野　　斉（パナソニック）
見持　圭一（三菱重工業）
小林英津子（東京大学）
榊　　泰輔（九州産業大学）
朱　　　赤（前橋工科大学）
辻　　俊明（埼玉大学）
中尾　　学（富士通研究所）

中臺　一博（ホンダ・リサーチ・イ
ンスティテュート・ジャ
パン）

中村　明生（東京電機大学）
浪花　智英（福井大学）
野田　哲男（三菱電機）
羽田　芳朗（富士通研究所）
日高　洋士（富士通研究所）
平井　宏明（大阪大学）
程島　竜一（埼玉大学）
堀　　俊夫（産業技術総合研究所）

前田　雄介（横浜国立大学）
松浦　大輔（東京工業大学）
松日楽信人（芝浦工業大学）
松本　　治（産業技術総合研究所）
三宅　徳久（パラマウントベッド）
山崎　文敬（イクシスリサーチ）
山本健次郎（日立製作所）
山本　元司（九州大学）
吉見　　卓（芝浦工業大学）

＊松野　文俊（京都大学）
欧文誌担当
　金宮　好和（東京都市大学）
＊新井　史人（名古屋大学）
事業担当
　大矢　晃久（筑波大学大学院）
＊吉田　英一（産業技術総合研究所）
　田中　孝之（北海道大学）
＊山口　　亨（首都大学東京）
国際担当
　松元　明弘（東洋大学）
＊長谷川泰久（筑波大学）

監　　事
　佐久間一郎（東京大学）
＊榊原　伸介（ファナック）

＊印　2012・2013 年度　新役員
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「ロボット教育論文特集号」
特集について

日本ロボット学会初のロボット教育論文特集号をお届け
します．本特集号は，工学系雑誌においてロボット教育
（ロボットを使った教育，ロボット工学の教育）に関する
論文を収録する試みです．これまでも，ロボット教育に関
する解説論文や，ロボットキット，ロボット教育といった
解説記事を集めた特集号はありましたが，日本ロボット学
会誌においてロボット教育論文の特集と銘打って多数の論
文を集めるのは今回が初めてだと思います．
ロボット教育は，大学や高専といった教育機関における

工学教育や理科離れ対策，企業の新人教育といった様々な
分野で，小学生から高校，大学生や企業の新人までを対象
として活用されてきています．参加者は，楽しかったとい
う感想を残すことが多く，子供向けのイベントとしても
様々な場所で行われています．しかしながら，ロボット教
育は，何を教育しているのかはっきりとしないため単なる
遊びに終わっているのではないのか，どのような教材がふ
さわしいのか分からない，とのご指摘を受けてきました．
確かに，ロボットを使った教育の利点がどこにあるのか，
判然としません．これはロボット技術が様々な技術の総合
の結果であり，どの点に着目して教育に活用するかで様々
な教育手法への適用や教育目的の実現が可能であるととも
に，アナリシスのみならずシンセシスの側面を強く持つ領
域であるからだと考えています．そこで，いまロボット教
育に必要なのは，ロボット教育の体系化であり，またロ
ボット教育手法の再現可能な形での蓄積と教育関係者への
回覧による改善のプロセスの実現であるとの結論に至りま
した．ロボット研究者のかなりの割合が，大学等において
教鞭をとる工学教育の実施者でもあります．そのため，日
本ロボット学会誌においてロボット教育論文特集号を実現
することは意義があると考えました．
これまでにない試みで，査読方法，査読者の選定に関し

て議論を重ね，最終的に日本ロボット学会理事会，および
会誌編集委員の皆様にご賛同いただくことができ，本論文
特集号を実現することができました．本論文特集号では，
ロボットやロボット技術を主体的に用いているロボット教
育の新たな手法や社会に役立つ知見が含まれている論文を
対象とし，従来からある日本ロボット学会の論文査読基準
を守りつつ，ロボット教育論文として何が必要かを意識し
て，下記のような点を考慮して査読を行っています．
（1）下記の内容が十分説明されているか
・問題提起，仮説：教育の対象やその学習内容，何をどこ
まで獲得させたいと考えているのか

・提案：具体的な実施手順や開発した内容の説明，論点の
指摘
・学習課程，実験データ：どのような学習活動が観察され
たのか，そこから想定され得る学習過程，提案内容を支
持する事実の提示
・考察：実施した結果から得られた知見，結果の考察，社
会的意義の説明

（2）論文の包含内容にロボット教育としての妥当性が認め
られるか
（3）ロボット教育分野や社会全体に対して，役立つ可能性
が認められるか
実は，いくつかのテクニカルタームを置き換えてお考え
いただければ分かりますが，工学系論文の論文査読基準と
して通用する内容になっております．教育論文だからと
いって，特別な基準を用意する必要はないのです．
幸いなことに，この趣旨にご賛同いただいた多数の方々
からご投稿をいただきました．また，このような論文特集
号を待っていたというお話もいただきました．予想を超え
る本数のご投稿をいただき，遅延により日本ロボット学会
事務局の方々，査読者の方々には多大なご迷惑をおかけし
ましたが，ようやく出版にたどり着くことができました．
この場を借りて，御礼申し上げておきます．
上記の目的の実現のためには，継続的にロボット教育論
文の掲載が必要であると考えています．引き続き，ロボッ
ト教育論文の募集に向けて活動を行っていきますので，ぜ
ひ，みなさまにもご協力をお願いしたいと考えておりま
す．継続的な論文特集号の実現のためには，一定数以上の
論文投稿があることが重要です．ぜひ，みなさまの教育の
成果をご投稿されることをご検討下さい．また，残念なが
ら今回掲載に至らなかった方々の再チャレンジも期待して
おります．
本特集号は，ロボット教育に関するヒントや教育評価と
いった難しい側面に関するアイデアなど日本ロボット学会
会員に有用な情報が含まれていると考えております．ま
た，日本ロボット学会会員へのサービスのみならず，ロ
ボット工学分野の裾野を広げ，ロボット工学分野全体の発
展に寄与できると考えております．さらに，学会の社会貢
献の一環としても意義のあることだと考えております．本
特集号に掲載された成果が，有効に活用されることを祈念
しております．

（琴坂信哉　埼玉大学，佐藤知正　東京大学）
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〔表紙説明〕

日本ロボット学会誌 31巻 2号 2013年 3月

編集後記

ロボットを用いた教育は，機械工学や電子工学を中心と
した，いわゆる理系教育に大きく貢献するであろうことは
言うまでもありませんが，それ以外にもデザインや人間と
の関わりを考察するという意味で，情緒系や文系の教育に
も極めて重要な役割を果たすことができるのではないかと
思われます．
また，ロボットという明確な対象物が存在することで目

的意識が明確になり，学ぶモチベーションを長期間維持で
き，年齢に関係なく広く教育効果を得ることも期待できる
のではないでしょうか．
ロボット教育が進むと，最終的にはヒューマノイド・ロ

ボットもクラスに参加して，人との関わり合い方を勉強す
る，というような世界が実現するかもしれません．
今回は，そんなシーンを絵にしてみました．こんなクラ

スなら授業参観も楽しそうです．
（園山隆輔＜ T-D-F@T-D-F.jp ＞　T-D-F）

本特集号は，2010 年ごろから日本ロボット学会ロボッ
ト教育研究専門委員会の活動の一つとして査読基準やロボ
ット教育論文のあり方の検討を始め，2011 年 9 月から論
文募集を開始致しました．当初は，どのような査読方法が
良いのか，どのような論文が教育論文としてふさわしいの
かを調査，検討することから始めました．教育系学会の論
文査読基準の調査や，教育系の学術講演会への参加も行い
ました．運良く査読基準に関するパネルセッションが行わ
れており，大変参考になりました．ちなみに，日本ロボッ
ト学会での論文査読基準に関する近年の議論とまったく同
じことが討論されておりました．それらの結果から，教育
論文が満たすべき条件は，日本ロボット学会の基準と比較
して，なんら変わりがなかったというのが結論です．ただ
し，論文における実験の方法論やテクニックが大幅に異な
ります．その点，注意が必要です．
教育系の学会では，確かにロボット教育が効果的である

との認識はあるようですが，残念ながら，教育的な側面の
みが取り上げられており，どのような技術を教えるべきな
のか，どのような技術課題を用いれば良いのかといった技
術的な側面は取り上げられていないようです．これは，教
育系の研究者がロボット技術に明るくないことから，仕方
のないことです．ですから，ロボット技術を理解し，ロボ
ット教育を行っている教育者が多いロボット学会で論文特
集号を組む意味があると考えています．
本特集号の企画には，東京大学の三宅なほみ先生，中京
大学（現在国立教育政策研究所）の白水始先生らのご助言
をいただきつつ，実現にこぎ着けました．この場をお借り
して，両名に感謝致したいと思います．特集についてでも
書きましたが，今後もロボット教育論文特集号を企画して
いきますので，みなさまご投稿をよろしくお願い致します．

（琴坂信哉　埼玉大学）
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